
特集 平成24年経済センサス－活動調査を実施します

まちの話題 北海道の夏を満喫　船橋市と青少年交流を行う

津別町の大通に賑わいを　七夕まつりが開催される

今月の表紙　七夕まつり～願いを込めて短冊を飾りました～

温故知新
自治会と町とのつなぎ役として

本町　大江　清一さん



◆医療費通知の発行を希望される方へ

※医療費通知書イメージ

○すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方につきましては、継続して発行しますので、

再度のご連絡は必要ありません。

○医療費通知を受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。

■９月に医療費通知を発行します

後期高齢者医療制度のお知らせ
～医療費通知の発行について～

北海道後期高齢者医療広域連合では、被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めてい

ただくとともに、制度の健全な運営を図るため、医療費通知を発行しています。

お 問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合

住所　〒060－0062
札幌市中央区南２条西14丁目
国保会館６階

† 011－290－5601

津別町役場

保健福祉課 健康医療グループ

†76－2151(内線229)

医療費通知とは

◎医療機関で診療を受けた際にかかった医療費の額を半年ごとに（１～６月、７～12 

月）にとりまとめ、年２回（９月と翌年３月）ハガキでお知らせするものです。

◎受診年月、診療を受けた医療機関名、診療区分、日数、医療費の総額（10割の金　

額）を記載しています。

◎この通知を確定申告（医療費控除）の際の領収書として使うことはできません。

◎診療内容の審査などの都合上、一部の受診記録を記載していない場合があります。

医療費通知は、発行を希望される方にのみ送付しています。

新たに発行を希望される方は、お手数ですが北海道後期高齢者医療広域連合または

役場保健福祉課健康医療グループへご連絡ください。

☆ご連絡の際は、被保険者番号のわかるもの（保険証など）をお手元にご用意ください☆

今回発行するのは

平成23年１～６月の分です

平成24年経済センサス

－活動調査を実施します
経済センサス－活動調査は、全産業分野の経済活動を同一時点で網羅的に把握する我が国唯

一の調査であり、全国全ての事業所を対象に実施することから「経済の国勢調査」と言えるも

のです。

特に、平成24年２月に実施する今回の調査は、我が国の経済活動への震災の影響を産業別、

地域別に把握できる唯一の統計調査であり、調査結果は今後の復興の状況を確認するための貴

重な資料となります。

調 査 日

調査対象

q

w

e

r

○調査票の管理

調査票に記入していただいた内容は、統計の目的以外に使用するとは絶対ありませんので、

安心してご提出ください。

○報告義務と事業所情報の保護

「統計法」では、基幹統計調査を受ける人には、調査票を記入して提出する義務（報告義務）

を、調査を実施する関係者には調査によって知ったことを他に漏らしてはならない義務（守秘　

義務）をそれぞれ規定しています。

※語り調査にご注意ください！

経済センサス－活動調査を装った不審な訪問者や電話・電子メールなどにご注意ください。

また、電子メール等で経理内容を求めたり、金品を請求することはありません。

<問い合わせ先>

役場企画財政課　地域振興グループ　広報統計担当　†76-2151（内線243）



７月30日、31日の両日、屋内ゲートボー

ル場で夏休みの恒例となったダンボールキャ

ンプが行われました。

小学１年生から６年生までの参加者41名

は、男女別に５つの班を結成。高校生のボラ

ンティアスタッフや保護者らとともに、商店

などから提供されたダンボールを使って個性

的な“我が家”を組み立てました。

完成後は流しそーめんやジンギスカンの夕食、あんどん作り、翌朝には牛乳パックを使った

ふかふかパン作りに挑戦するなど、みんなで夏休みの楽しい時間を過ごしました。

８月10日、ソフトテニスの全道大会

を勝ち抜き、奈良県で行われる全国大

会出場を決めた津別中学３年の河野斗

夢君と佐藤雪路君が、報告のため町長

室を訪れました。

小学３年生からペアを組んでいると

いう二人は「優勝を目標に頑張ります」

と、日焼けした顔で全国大会への頼も

しい決意を語ってくれました。

佐藤多一町長からは「中学生最後の

大会なので頑張ってください」と激励

の言葉が贈られました。

７
月
20
日
、
津
別
町
肉
牛
振
興
会

（
迫
田
和
男
会
長
）
が
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
阿
部
博
道
教
育
長
へ
津
別
和
牛
65

kg
の
目
録
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
は
、
昨
年
に
続
い
て
２
回

目
で
地
元
の
食
材
を
あ
ま
り
食
べ
た
こ

と
が
な
い
子
ど
も
た
ち
に
味
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
安
心
安
全
な
も
の

を
提
供
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
迫
田
会
長
は
「
来
年
度

も
提
供
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
牛
肉
は
３
回
に
分
け
て

給
食
に
出
さ
れ
、
牛
そ
ぼ
ろ
丼
や
ド
ラ

イ
カ
レ
ー
と
い
っ
た
献
立
に
調
理
さ
れ
、

小
・
中
学
校
の
給
食
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
大
会

津
別
中
の
ペ
ア
が
全
国
大
会
へ

作
家
・
藤
川
幸
之
助
さ
ん
を
招
い
て

認
知
症
を
考
え
る
講
演
会
開
催

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
環
境
の
復
活

に
取
り
組
ん
で
き
た
つ
べ
つ
自
然
の

会
（
鍛
冶
博
光
会
長
）
主
催
の
ホ
タ

ル
ま
つ
り
が
７
月
21
日
、
21
世
紀
の

森
入
り
口
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
町
村
を
始
め
、

大
勢
の
方
の
参
加
が
あ
り
、
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
う
水
路
で
淡
い
光
を
放
ち

な
が
ら
乱
舞
す
る
ホ
タ
ル
を
観
賞
し
、

幻
想
的
な
世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
フ
ァ
ン
キ
ー
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
お
好

み
焼
き
や
焼
き
鳥
、
ビ
ー
ル
な
ど
を

味
わ
い
、
祭
り
終
盤
に
は
、
豪
華
な

景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
開

催
さ
れ
、
お
土
産
を
持
っ
て
帰
る
子

ど
も
達
の
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

８月６日から10日までの５日間、船橋

市・津別町青少年交流事業として千葉県船

橋市の子ども達40人が津別町を訪れました。

来町後は、ホームステイ先の家族や津別

の子ども達と一緒に摩周湖や硫黄山を見学

したり、阿寒湖の遊覧船に乗船するなど

様々な体験をし、北海道の自然を堪能しま

した。また、町内では、網走川の川くだり

や木工体験（鳥笛作り）に挑戦するなど、

各種プログラムを通じて互いに交流を深め

ました。

船橋の子ども達は印象深い夏の思い出を

お土産に地元へ帰っていきました。

地
元
の
味
を
知
っ
て
ほ
し
い

津
別
産
和
牛
の
寄
贈
を
受
け
る

無
数
の
ホ
タ
ル
が
水
路
を
飛
び
交
う

ホ
タ
ル
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る

８
月
10
日
、
前
北
海
道
商
工
連

合
会
会
長
、
前
津
別
町
商
工
会
会

長
の
有
岡
惇
二
さ
ん
が
町
長
室
を

訪
れ
、
津
別
町
に
１
０
０
万
円
を

寄
附
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
23
年
度
春
の
叙
勲

受
章
に
対
す
る
御
礼
の
気
持
ち
と

い
う
こ
と
で
、
有
岡
さ
ん
は
「
町

の
商
工
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附
を
受
け
た
佐
藤
多
一
町
長

は
「
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
趣
旨
に
従
っ
て
有
意
義

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
受
章
御
礼
と
し
て

有
岡
惇
二
さ
ん
が
町
へ
寄
附

北
海
道
の
夏
を
満
喫

船
橋
市
と
青
少
年
交
流
を
行
う

７
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
認
知
症

を
考
え
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
自
ら
認
知
症
の
母
親
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
命
や
認
知
症
を
題
材
に
し

た
作
品
を
発
表
し
続
け
る
詩
人
・
児
童

文
学
作
家
の
藤
川
幸
之
助
さ
ん
。

60
代
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

を
発
症
し
た
母
親
の
介
護
を
長
く
続
け

て
き
た
体
験
を
も
と
に
、
そ
の
切
実
さ

や
相
手
を
思
い
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ

の
後
悔
、
病
気
を
理
解
し
受
け
入
れ
る

ま
で
の
心
情
な
ど
を
、
詩
の
朗
読
を
交

え
な
が
ら
静
か
な
口
調
で
語
り
か
け
ま

し
た
。
中
で
も
認
知
症
の
人
と
向
き
合

う
に
は
物
語
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
、

と
い
う
藤
川
さ
ん
の
言
葉
は
多
く
の
聴

衆
の
共
感
を
得
た
よ
う
で
し
た
。

８月６日、津別町多目的活動センターで、町中心部に

賑わいを取り戻すことを目的に七夕まつり（津別まちづ

くりセンター運営協議会、つべつ七夕まつり実行委員会

主催）が開催され、約700名が会場を訪れました。

会場では、祭りの余興として「音夢の会」津別奈々サ

ークルによる大正琴の演奏会や「ジュンコとチープ昭和

ノスタルジア」のコンサート行われ、会場は大いに盛り

上がりました。

また、お好み焼きやチョコバナナ、ホタテの炭火焼き

などを販売する露店のほかに、願いが書かれた短冊を下

げる柳３本や子ども達が丹精込めて作ったあんどん85基

が並べられ、ともされた光が町の大通に活気をもたらし

ました。

みんなで家を建てました

今年もダンボールキャンプ実施

津
別
町
の
大
通
に
賑
わ
い
を

七
夕
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る



「
75
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
は
、
次
の
世

代
の
方
に
役
割
を
引
き
継
ぎ
た
い
で

す
ね
」

平
成
17
年
か
ら
本
町
自
治
会
会

長
、
平
成
21
年
か
ら
は
津
別
町
自
治

会
連
合
会
会
長
を
務
め
る
大
江
さ
ん

は
、
地
域
の
自
治
会
を
ま
と
め
る
と

と
も
に
、
町
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て

の
重
責
も
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

恩
根
で
農
業
を
営
む
両
親
の
元
に

10
人
兄
弟
の
５
番
目
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
、
津
別
高
校
農
業
科
を
卒
業

後
は
家
業
に
従
事
。「
当
然
、
農
家

を
継
ぐ
つ
も
り
で
し
た
が
、
土
地
が

機
械
化
に
向
か
な
い
場
所
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
父
に
反
対
さ
れ
ま
し

た
」
と
、
当
時
の
厳
し
い
環
境
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
37
年
、
叔
父
さ
ん
が
経
営
す

る
大
江
建
設
に
勤
務
。
や
が
て
公
務

員
を
目
指
し
た
大
江
さ
ん
は
、
網
走

土
木
現
業
所
、
東
藻
琴
村(

現
・
大
空

町)

役
場
を
経
て
、
昭
和
44
年
か
ら
は

津
別
町
役
場
に
勤
務
し
ま
し
た
。
以

来
、
様
々
な
部
署
で
力
を
発
揮
し
、

平
成
11
年
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で

の
33
年
間
を
勤
め
上
げ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
思
い
出
深
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
ひ
と
つ
が
建
設
課
時
代
の
除

雪
作
業
の
合
理
化
だ
そ
う
で
す
。

「
主
力
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
は
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
て
効
率
が
悪
か
っ
た
の
で

す
が
、
ダ
ン
プ
に
除
雪
機
を
取
り
付

け
る
こ
と
で
作
業
時
間
を
半
分
以
下

に
短
縮
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
ダ
ン

プ
が
壊
れ
る
と
反
対
さ
れ
ま
し
た
。

民
間
会
社
時
代
の
経
験
が
生
き
た
の

と
、
理
解
あ
る
上
司
に
恵
ま
れ
た
お

か
げ
で
す
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

定
年
後
も
社
会
福
祉
関
連
の
役
職

な
ど
を
経
て
、
現
在
は
自
治
会
長
と

し
て
多
忙
な
日
々
を
送
る
大
江
さ

ん
。
最
近
の
一
番
の
楽
し
み
は
高
校

生
の
お
孫
さ
ん
と
行
く
ゴ
ル
フ
だ
そ

う
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
春
、
秋
の
山

菜
採
り
。「
ど
ち
ら
も
よ
く
歩
く
の

で
健
康
に
良
い
で
す
よ
」
と
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

おおえ　せいいちさん／昭和13年６月、恩根で生まれる／73歳
本町在住

さ
ん

自
治
会
と
町
と
の

つ
な
ぎ
役
と
し
て

大
江

清
一

【401】

現
在
、
津
別
町
の
高
齢
化
率
は
37
％

と
、
全
道
的
に
も
高
い
数
値
を
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
で
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
も
３
３
６
名
お

り
、
そ
の
中
に
は
認
知
面
の
低
下
か
ら

日
常
生
活
に
見
守
り
や
支
援
が
必
要
な

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
世

帯
に
つ
い
て
も
夫
婦
や
単
身
の
世
帯
が

60
％
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

高
齢
者
が
地
域
で
生
活
を
し
て
い
く
に

は
世
帯
の
中
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る

み
で
見
守
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
ま

す
。そ

こ
で
こ
の
度
、
認
知
症
に
よ
る
徘

徊
の
恐
れ
が
あ
る
高
齢
者
等
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
地
域
の

支
援
を
得
て
早
期
に
発
見
し
、
認
知
症

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
何
を
行
う
の
？

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
徘
徊

す
る
可
能
性
の
高
い
高
齢
者
の
把
握
や

地
域
の
関
係
機
関
（
福
祉
・
医
療
機
関
、

警
察
、
消
防
、
金
融
機
関
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
、
商
工
会
、
自
治
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
交
通
機
関
等
）
に
よ
る
緊
急

連
絡
体
制
及
び
支
援
体
制
の
構
築
、
徘

徊
高
齢
者
等
発
生
時
の
捜
索
・
情
報
提

供
に
関
す
る
協
力
依
頼
等
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

「
事
前
登
録
制
度
」
も
実
施
し
ま
す
。

事
前
登
録
制
度
と
は
、
行
方
不
明
に
な

る
可
能
性
の
あ
る
方
の
名
前
や
特
徴
、

写
真
な
ど
の
情
報
を
本
人
や
家
族
の
同

意
を
得
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
に

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
き
、
早
期
発

見
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
流
れ
に
つ
い
て

実
際
に
高
齢
者
の
行
方
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
場
合
、
q
家
族
等
か
ら
警
察

へ
連
絡
w
警
察
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
e
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
関
係
機
関
へ
協
力
（
情
報
提

供
等
）
を
要
請
r
発
見
・
保
護
と
な
れ

ば
発
見
者
が
警
察
へ
連
絡
t
警
察
か
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
y
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
関
係
機
関

へ
連
絡
し
捜
索
終
了
、
と
い
っ
た
流
れ

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
先
に
説
明
し

た
「
事
前
登
録
制
度
」
の
ご
利
用
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
小
さ
い
子
ど
も

が
好
き
で
、
夢
だ
っ
た
幼
稚
園
の
先
生

に
な
れ
て
嬉
し
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、

今
年
の
４
月
か
ら
青
葉
幼
稚
園
に
勤
務

す
る
清
水
稚
奈
先
生
で
す
。

清
水
先
生
は
、
津
別
中
学
校
、
北
見

緑
陵
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
釧
路
短
期

大
学
で
幼
児
教
育
学
科
を
専
攻
。
基
本

的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
た
後
、

青
葉
幼
稚
園
に
就
職
し
、
現
在
は
風
・

虹
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
就
職

か
ら
５
ヶ
月
が
経
ち
、
職
場
の
感
想
と

し
て
「
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
少
な
い
分
、
一
人
ひ
と

り
を
し
っ
か
り
見
て
あ
げ
ら
れ
る
環
境

が
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

園
児
は
良
い
子
達
ば
か
り
な
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
こ
れ
か
ら
も

っ
と
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
で
す
」
と
語

り
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
が
休
み
の
日
に
は
買
い

物
等
を
楽
し
ん
で
い
る
清
水
先
生
。
こ

れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
こ
と

を
伺
う
と
「
車
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
親
と
北
見
ま
で
し
か
行
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
、
１
人
で
北
見
を
走
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」（
笑
）

と
終
始
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
一
人
ひ
と
り
を
見
て
あ
げ
ら
れ
る
先
生
を
目
指
し
ま
す
！

清
水
　
稚
奈
　
さ
ん

しみず　わかなさん／平成２年６月生まれ／津別青

葉幼稚園に勤務／共和在住

認
知
症
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

町
道
民
税
は
、
直
接
本
人
が
納
め
る
普
通

徴
収
と
、
事
業
主
が
本
人
に
代
わ
っ
て
給
与

か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
納
め
る
特
別
徴
収
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
普
通
徴
収
の
場
合
は
、

６
月
中
頃
に
届
く
納
付
書
に
よ
り
、
６
、
８
、

10
、
12
月
の
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
、
特
別
徴
収
は
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で

の
12
回
に
分
け
て
、
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
特
別
徴
収
は

普
通
徴
収
に
比
べ
、
納
付
書
で
納
め
る
必
要

が
な
く
、
年
税
額
を
12
回
に
分
け
て
納
付
す

る
た
め
１
回
あ
た
り
の
納
付
額
は
少
な
く
て

済
み
ま
す
。
年
度
当
初
は
普
通
徴
収
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
も
、
事
業
主
に
依
頼
す
る
こ

と
で
途
中
か
ら
特
別
徴
収
に
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

ま
た
、
税
条
例
で
は
継
続
し
て
給
与
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
方
の
町
道
民
税
に
つ
い

て
は
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
業

主
の
方
は
条
件
に
該
当
す
る
方
が
い
ま
し
た

ら
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
町
道
民
税
は
前
年
の
所
得
に
基
づ

き
決
定
し
た
税
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
の

で
、
所
得
税
と
は
違
い
事
業
者
の
方
が
毎
月

税
額
を
算
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
道
民
税
の
お
願
い(

給
与

特
別
徴
収
に
つ
い
て)



津
別
町
役
場
で
は
、
次
の
と
お

り
道
路
維
持
作
業
員
（
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数

１
名

年
齢

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

満
40
歳
未
満
の
方

資
格

大
型
自
動
車
免
許
及
び
大

型
特
殊
自
動
車
免
許
を
有
し
、

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
・
運
　

搬
・
積
込
み
用
堀
削
用
）
運
転
　

技
能
講
習
修
了

賃
金
・
勤
務
時
間

町
条
例
、
規
　

則
等
の
定
め
に
よ
る

※
別
途
交
通
費
支
給
、
雇
用
保
険
　

適
用

雇
用
期
間

平
成
23
年
10
月
１
日
　

か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
　

（
平
成
24
年
４
月
以
降
も
１
年
　

更
新
に
よ
る
継
続
雇
用
の
可
能
　

性
あ
り
）

申
込
方
法

提
出
書
類
　
市
販
履
歴
書
１
通

資
格
証
明
証
の
写
し

提
出
先
　
津
別
町
役
場
　
建
設
　

課
　
道
路
・
車
両
グ
ル
ー
プ

提
出
期
限

平
成
23
年
９
月
16
日

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
道
路
・
車
両
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
４
９)

ご
本
人
、
家
族
や
職
場
に
心
の

健
康
で
お
悩
み
の
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

・
憂
う
つ
な
気
分
が
続
い
て
仕
事
　
　

に
身
が
入
ら
な
い

・
話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
、

被
害
的
に
な
る

・
も
し
か
し
て
認
知
症
？

・
閉
じ
こ
も
り
　
な
ど

こ
ん
な
心
の
悩
み
に
つ
い
て
、

精
神
神
経
科
の
先
生
が
直
接
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ご
本
人
の
相
談
が

難
し
い
場
合
に
は
ご
家
族
の
相
談

で
も
大
丈
夫
で
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
予

約
制
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
５
日
（
水
）

午
後
３
時
〜
４
時

場
所

津
別
町
民
会
館

医
師

道
立
向
陽
ヶ
丘
病
院
院
長
　
　

佐
々
木
信
一
先
生

詳
細
・
申
込
先

役
場
保
健
師

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
３
１)

平
成
23
年
度
全
国
労
働
衛
生
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

職
場
の
ト
ッ
プ
、
管
理
監
督
者
、

労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
心
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に

取
り
組
み
、
労
働
者
の
心
の
健
康

が
確
保
さ
れ
た
職
場
を
実
現
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
見
逃
す
な
　
心

と
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
　
み
ん
な
で
つ
く

る
健
康
職
場
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
を
準
備

期
間
、
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

を
本
週
間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
　

監
督
署(

安
全
衛
生
課)

†
０
１
５
７-

23-

７
４
０
６

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
対

し
て
「
学
齢
児
童
届
出
書
」
の
提

出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

該
当
す
る
の

は
、
平
成
17
年

４
月
２
日
〜
平

成
18
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で

す
。
届
出
用
紙
は
９
月
上
旬
頃
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
用
紙
が
届
か
な
い
方

は
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

提
出
期
限

９
月
20
日
（
火
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
７
２
）

「
敬
老
の
日
」
に
伴
う
公
衆
浴
場

無
料
開
放
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
　
９
月
18
日(
日)
、
20
日(

火)

午
後
４
時
〜
午
後
９
時

※
９
月
19
日(

月)

は
定
休
日

対
象
者
　
70
歳
以
上
の
町
民

問
い
合
わ
せ
先

役
場
環
境
衛
生
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
１
５
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

10
月
１
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所

児
童
館
つ
べ
つ
ん

内
容

ブ
ー
ス
出
店
（
軽
食
喫
茶
販

売
、
遊
び
コ
ー
ナ
ー
）
サ
ポ

ー
ト
乳
幼
児
託
児
な
ど

問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

児
童
館
つ
べ
つ
ん

†
76
｜
３
３
０
３

平
成
24
年
度
４
月
に
新
規
採
用
す

る
職
員
を
、
次
に
よ
り
募
集
す
る
予

定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職
種一

般
行
政
職
（
事
務
職
）

採
用
予
定
人
数

３
名

資
格平

成
24
年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

町
村
職
員
採
用
資
格
試
験
合
格
者

採
用
試
験
（
２
次
試
験
）

個
人
面
接

試
験
日
程

10
月
中
旬
を
予
定

そ
の
他

採
用
試
験
の
受
験
希
望
者
は
、

町
村
会
の
資
格
試
験
結
果
の
発
表

後
、
q
履
歴
書(

写
真
貼
付)

w
学

業
成
績
証
明
書
e
卒
業(
見
込)

証

明
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１

(

内
線
２
０
８
、
２
０
９)

問い合わせ先　† 76－2151 税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

北海道運輸局北見運輸支局

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

学
齢
児
童
届
出
書
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
1
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◎自転車盗難事件の発生

７月中、美幌町内において６件の自転車盗難被害(内

３件がJR美幌駅駐輪場)が発生しています。

◎事務所荒らしの発生

７月中、美幌町内で１件、津別町内で１件それぞれ

会社事務所が侵入され、金庫内等から現金が盗まれる

被害が発生しています。

◎悪質な「押し買い」にご注意を

今年に入ってから、北海道内で貴金属の査定・買取

り名目で自宅等を訪問し、強引な買取りや詐欺・脅迫

まがいの勧誘行為を行う、いわゆる「押し買い」を行

う業者に関する相談が多数寄せられています。こうし

た業者の訪問に対しては、玄関ドア越しに対応する様

に心がけ、万一室内に入られた場合は退去を促し、応

じなければ警察まで連絡をお願いします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

津
別
町
職
員
の
新
規
採
用

を
予
定
し
て
い
ま
す

９月は、固定資産税第３期

国保税第４期の納付月です

口座振替をご利用の方は引落口座の残高をご確認ください。

納付期限は９月30日（金）

公
衆
浴
場
の
無
料
開
放
に

つ
い
て

布
団
類
・
健
康
食
品
・
新
聞
・
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
等
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
手
口

が
巧
妙
な
時
も
あ
り
、
家
族
が
気

付
か
な
い
間
に
次
々
と
契
約
ま
た

は
購
入
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
る

判
断
能
力
の
低
下
に
よ
り
、
そ
の

経
緯
を
説
明
す
る
の
が
難
し
い
こ

と
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
家
族

や
周
り
の
方
が
、
高
齢
者
の
生
活

に
急
な
変
化
は
な
い
か
、
何
か
お

か
し
い
所
は
な
い
か
、
よ
く
注
意

し
て
あ
げ
る
事
も
大
切
で
す
。

こ
の
様
な
方
を
保
護
す
る
制
度

と
し
て
は
、
成
年
後
見
制
度
・
任

意
後
見
制
度
等
が
あ
り
、
変
だ
な
と
感

じ
た
時
は
、
悩
ま
ず
す
ぐ
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A
高
齢
者
を
狙
う
ト
ラ
ブ
ル
！

一
人
暮
ら
し
で
高
齢
の
母
が
、

沢
山
の
健
康
食
品
を
購
入
し
て

い
る
こ
と
に
最
近
気
づ
き
驚

い
て
い
ま
す
。

少
し
判
断
能
力
や
記
憶
力

の
低
下
が
あ
り
、
最
近
は
買

っ
た
事
も
忘
れ
て
い
る
み
た

い
で
、
押
入
れ
の
奥
に
並
べ

て
し
ま
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
事
が
心
配
で
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た

ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
人
暮
ら
し
の
方
や
、
日

中
ひ
と
り
で
留
守
番
を
し
て

い
る
高
齢
者
が
、
電
話
勧
誘
や

訪
問
販
売
に
よ
り
被
害
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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消
費
生
活
相
談
�

道
路
維
持
作
業
員
（
臨
時

職
員
）
を
募
集
し
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
（
要
予
約
）

全
国
労
働
衛
生
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す

自動車点検整備

推進運動実施中

「あなたと地球にやさし

い、クルマの愛情点検。」

＜強化実施期間＞

平成23年９月、10月の２ヶ月間

～安全と環境保全には、

点検・整備が必要です～

http://www.tenken=seibi.com

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日

５
０
０
日
を
達
成

去
る
８
月
２
日
、
わ
が
町
の
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
の
継
続
日
数
が
、

５
０
０
日
に
到
達
し
ま
し
た
。
町

民
み
ん
な
の
安
全
意
識
で
達
成
し

た
、
大
き
な
節
目
で
す
。

今
月
か
ら
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
始
ま
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
交
通
安
全
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
運
動
の
基

本
方
針
は
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」
で
す
。
ま
た
全

国
的
に
次
の
３
つ
の
重
点
目
標
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

q
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
　

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
の
　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
反
射
　

材
の
着
用
や
自
転
車
の
ラ
イ
ト
　

点
灯
を
徹
底
し
ま
す
。

w
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
　

シ
ー
ト
の
非
着
用
に
よ
る
死
者
　

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
　

ら
、
こ
れ
ら
の
正
し
い
着
用
の
　

徹
底
を
図
り
ま
す
。

e
重
大
事
故
の
原
因
に
も
な
っ
て
　

い
る
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
　

指
し
ま
す
。

住民活動

グループ

†７６－２１５１



税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約
87
万
件

の
下
記
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管

証
券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
　

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
　

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
　

た
通
貨
・
証
券
。

◎
帰
国
前
に
樺
太(

真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど)

、
満
州(

瀋
　

陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど)

に
あ
っ
た
在
外
公
館
、
日
本
人
　

自
治
会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
　

証
券
類
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
　

れ
た
も
の
。

【
保
管
証
券
類
と
は
】

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
類
に
は
、
携
帯
輸
入
が
禁
止

さ
れ
た
一
定
額
を
超
え
た
も
の
に

つ
い
て
上
陸
港
で
引
揚
者
か
ら
税

関
が
預
か
っ
た
『
上
陸
港
扱
い
の

保
管
物
件
』。
外
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
の
際
、
在
外
公
館
又
は
日
本
人

自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、
最
終
的
に

税
関
に
移
管
さ
れ
た
『
外
地
扱
い

の
保
管
物
件
』
が
あ
り
ま
す
。

※
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で
　
　

な
く
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
　

せ
ん
。「
も
し
か
し
た
ら
家
に
も
　

…
」
と
お
気
づ
き
の
方
は
、
お
　

気
軽
に
最
寄
り
の
税
関
ま
で
お
　

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
税
関
支
署
網
走
出
張
所

†
０
１
５
２-

43-

５
８
１
１

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
」
は
国

際
自
転
車
競
技
連
合(

Ｕ
Ｃ
Ｌ)

公
認

の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
、
国

内
で
は
唯
一
、
大
自
然
の
中
を
町

か
ら
町
へ
と
め
ぐ
る
本
格
的
な
ス

テ
ー
ジ
レ
ー
ス
で
す
。
国
内
外
か

ら
20
チ
ー

ム
を
招
き
、

９
月
16
日

か
ら
19
日

の
４
日
間
、

道
東
・
道

央
圏
を
舞

台
に
開
催

さ
れ
、
津

別
町
は
17

日
の
第
２

ス
テ
ー
ジ

で
通
過
し
ま
す
。

当
日
は
弟
子
屈
町
川
湯
温
泉
を

午
前
９
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、

津
別
峠
を
通
り
、
津
別
市
街
へ
。

町
民
会
館
、
役
場
、
五
差
路
、
木

材
工
芸
館
を
経
て
、
本
岐
市
街
、

陸
別
町
、
ゴ
ー
ル
の
鹿
追
町
ま
で

２
１
０
D
を
疾
走
し
ま
す
。
特
に
、

津
別
峠
と
工
芸
館
前
は
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
見
ご
た
え
の

あ
る
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

【
通
過
予
定
時
刻
】

津
別
峠
午
前
10
時
18
分
、
役
場
前

10
時
57
分
、
木
材
工
芸
館
前
11
時

00
分
、
本
岐
市
街
11
時
09
分
、
二

又
11
時
30
分

※
当
日
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
　
　

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
†
76-

２
７
１
３
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
普
通
科
「
後
期
入
学
生
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
無

料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

高
等
学
校
普
通
科
後
期
入
学
生

出
願
期
間

新
入
生
、
編
入
生
８
月
１
日
〜
　
　

10
月
20
日

転
入
生
８
月
１
日
〜
11
月
20
日

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

†
０
４
２-

５
７
３-

８
１
１
　

１
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
†
０
１
　

２
０-

４
５
１
４-

24

平
成
23
年
度
「
救
急
の
日
」
の

事
業
と
し
て
、
一
般
町
民
を
対
象

と
し
た
町
民
救
急
医
療
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

津
別
病
院
副
院
長
の
日
下
先
生

に
よ
る
救
急
医
療
講
演
が
行
わ
れ

る
他
、
家
庭
内
・
学
校
・
事
業
所

等
で
心
肺
停
止
し
た
病
人
、
け
が

人
に
遭
遇
し
た
際
の
心
肺
蘇
生
法

と
A
E
D
を
使
用
し
た
実
技
を
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

９
月
15
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

会
場

津
別
町
民
会
館
講
堂

参
加
対
象

津
別
町
在
住
の
町
民

実
施
内
容

q
救
急
医
療
講
演
「
蘇
生
と
ト
リ
　
　

ア
ー
ジ
」

講
師
・
丸
玉
産
業
（
株
）

津
別
病
院
副
院
長
　
日
下
貴
文

w
実
技
指
導

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
　

法
問
い
合
わ
せ
先

美
幌
・
津
別
広
　

域
事
務
組
合
津
別
消
防
署
グ
ル
　

ー
プ

†
76-

２
１
８
９

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認
定
さ

れ
た
ラ
ン
プ
の
宿
周
辺
を
散
策
し
、

森
林
浴
の
効
果
、
運
動
の
効
果
、

入
浴
の
効
果

を
実
感
す
る

１
日
ヘ
ル
ス

ツ
ア
ー
で
す
。

運
動
前
後

に
無
料
で
血

管
年
齢
測
定
も
で
き
ま
す
。
昼
食

に
は
ホ
テ
ル
特
製
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン

チ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

10
月
13
日(

木)

午
前
９
時
45

分
　
津
別
町
役
場
前
集
合

場
所

(

無
料
送
迎
バ
ス)→

セ
ラ
ピ
　

ー
ロ
ー
ド
、
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
　

べ
つ

参
加
対
象
　
40
〜
74
歳
ま
で
の
津
　

別
町
民(

定
員
30
名)

持
ち
物

運
動
し
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
入
浴
道
具
　

(

入
浴
希
望
者
の
み)

参
加
費

昼
食
代
１
０
０
０
円

(

入
浴
は
別
途
料
金)

申
し
込
み
期
限

10
月
11
日(

火)

申
し
込
み
先

保
健
福
祉
課
健
康
　

推
進
担
当
†
76-

２
１
５
１

(

内
線
２
３
２
、
３
３
２)

※
詳
く
は
次
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
　

を
ご
覧
下
さ
い
。

津別まちづくりセンター運営協議会では、このほど

財団法人自治総合センターが取り組むコミュニティ助

成事業により、イベント用備品として、組み立てが容

易な「かんたんテント」（16張）とテント運搬台車（３

台）をはじめ、移動が手軽な軽量「テーブル」（40枚）、

「椅子」（40脚）及び椅子収納台車（１台）を購入しま

した。同センターが取り組むこの事業は、宝くじの受

託事業収入を財源として、住民が主体となったコミュ

ニティ活動に助成を行うことにより、地域社会の健全

な発展を図るとともに、宝くじの社会貢献広報事業を

目的に行われているものです。

購入されたテントなどのイベント用備品は、農林商

工連携による地場産品を広く売り込む取り組みを通じ、

中心市街地に賑わいを取り戻し、地域経済の活性化に

寄与する各種イベントに利用することとしています。

まちづくりセンター運営協議会では、まちづくりに

関わられる団体のみなさまの利用を呼びかけています。

利用申込みは、さんさん館（77-3771）へご連絡下さい。

９月21日（水）～９月30日（金）

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
へ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
平
成
23
年

度
後
期
入
学
生
募
集
中

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道

９
月
17
日
に
津
別
を
疾
走

救
急
の
日
「
町
民
救
急
医

療
教
室
」
を
開
催

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ヘ
ル
シ
ー

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

� ふるさとまつりのため９月９日午前９時から11日の正午まで、左記の
区間が交通規制されます。一般車両はこの期間中通行できませんので、
ご協力をよろしくお願いいたします。
また、町営バス開成線は、林石ガソリンスタンド跡前交差点から五差
路までの町道102号線の間は、う回することになります。このため、西
町停留所が使用できなくなります。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

問い合わせ先 ふるさとまつり実行委員会†76－2151内線216せ

今年も、町民手づくりの露店がたくさん並びます。

金魚すくい、お面、ワンパターゴルフなどの縁日も出店します。

９日は午後４時～９時、10日は午前10時～午後９時。

ご家族お揃いで２日間の手作りおまつりを楽しんでください。

昨年のつべつふるさとまつり

�

９月９日（金）・10日（土）

五差路から神社前の通り

楽しい手作り露店がいっぱい！

重点目標

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の

10
日
間
、
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
た

め
、
次
の
と
お
り
重
点
目
標
を

定
め
た
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

秋の全国交通安全運動

１．夕暮れ時と夜間の歩行中・自　

転車乗用中の交通事故防止

２．全ての座席のシートベルトと　

チャイルドシートの正しい着　

用の徹底

３．飲酒運転の根絶

宝くじ助成事業で
イベント用備品を購入

かんたんテント　
約22キロ/張　16張

軽量テーブル 約10キロ/枚、40枚
軽量イス 約2.4キロ/脚、40脚



９月９日は救急の日です

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

緊急ですか本当に！？

◆救急車の適正な利用のお願いについて◆

救急車は、ケガや急病などの緊急に病院に搬送しなけ

ればならない傷病者のためのものです。緊急でないのに

救急車を要請すると、本当に救急車を必要とする方への

対応が遅れてしまい、救える命が救えなくなる場合があ

ります。

緊急性がなく、救急車

以外に搬送手段がある場

合は救急車の利用を避け、

自家用車や公共の交通機

関などをご利用ください。

あなたがかけた119番

▼そのままでは年金が減ります

国民年金保険料の免除期間または、納

付猶予期間があった場合、そのままにし

ておくと保険料を全額納めたときよりも

将来の老齢基礎年金の受け取り額が少な

くなります。過去に次のような免除や納

付猶予期間はありませんか。

・全額免除または一部納付

・若年者納付猶予

・学生納付特例

▼追納して年金を増やせます

これらの免除・猶予期間の保険料は、

10年以内にさかのぼって納めることがで

きます。（＝追納）そうすると、将来受け

取る年金を増やすことができます。

▼３年を過ぎると追納額が増えます

ただし、免除・猶予の承認を受けられ

た期間の翌年度から起算して、３年度目

以降に追納すると、当時の保険料額に一

定の加算額が上乗せされます。

▼追納には申し込みが必要です

申込先　北見年金事務所　国民年金課

†0157－25－9635

免除・猶予期間があった方へ

知っていますか？警察相談＃9110

９月11日は「警察相談の日」です。警察では

毎日、皆さんからの相談を受け付けています。

相談の内容は、事件・

事故、不安な出来事など

生活の安全に関する相談、

警察業務に関する相談や

ご意見にも応じています。

「＃9110」は相談セン

ターの警察相談専用電話

です。緊急の事件・事故は「110番」に電話を

して下さい。

また、美幌警察署にも相談窓口を設けてお

ります。直接お越しいただくか、代表電話

†72－0110へお掛けください。

ふるさと納税制度は、「ふるさとを応援し

たい」、「好きな地域を応援したい」という思

いをかたちにするために、寄附金相当額を所

得税と個人住民税から控除することによって

応援したい自治体に税金を納めることを可能

にする制度です。

津別町も「ふるさとつべつ応援基金」を創

設し「未来に向けて応援してください！」を

キャッチフレーズとしてホームページや東京

つべつ会、皆様から紹介された方々に対し、

パンフレットを送付しています。制度の趣旨

をご理解いただき、知人、友人をご紹介下さ

るようお願いします。

問い合わせ先

役場　総務課・企画財政課　†76－2151

＜東京つべつ会総会＞

日時　10月23日（日） 午後１時30分から

場所 東京グリーンパレス（東京都千代田区２番町）

内容 津別の農産物の試食、抽選会

申込 会員の方には案内文書を送付します。

問い合わせ先 役場地域振興グループ　

† 76-2151 (内線242)

東京つべつ会は、毎年の総会を東京で開催し

ています。この総会には、都内や近郊の千葉、

埼玉県、茨城県などからも多くの会員が集まり、

親睦を深めています。

現在、会員は371人ですが、多くの方の参加

をお待ちしております。また、新規会員を募集

しています。兄弟、親戚、知人などで東京近郊

に住まれている方がいましたら、お誘い下さる

ようお願いします。

� �

大切な命を救うために

あたたかい福祉の心を育てようと開催している「ふれ

あい広場」が今年も皆さんのお越しをお待ちしています。

●日　時 9月25日（日）午前10時～午後２時

●場　所 町民会館

●内　容

ふれあいステージ 出演団体交渉中

体 験 コ ー ナ ー 高齢者疑似・車イス体験

各　種 販 売 更生保護女性会による友愛セ－ル・

介護用品・焼き鳥などの販売

お楽しみ抽選会　今年も豪

華賞品を揃えています

●問い合わせ先　

津別町社会福祉協議会

† 76－1161
例年賑わう友愛セール

�

蔵書点検のため図書室を臨時休室します。

なお、５日と12日は月曜休室で

13日（火）から通常通り開室します

のでよろしくお願いします。

９月６日（火）～11日（日）

図書室を臨時休室します

問い合わせ先

中央公民館図書室　† 76－2713

悩むよりかけて安心＃9110

企業の皆様方、ぜひご参加を！

新規高卒者就職フェア開催のご案内

～地域の担い手をこの機会に～

企業と高校生の合同面接会および企業説明

会を開催いたします。企業の皆様、生徒の皆様

に積極的な参加をお願いいたします。

日時　11月10日（木）

午後１時30分～午後４時

（受付 午後１時～午後１時30分）

場所　ホテル ベルクラシック北見

北見市北６条西１丁目８－１

主催　北見・網走・紋別公共職業安定所

共催　北海道オホーツク総合振興局・北見市

協賛　北海道教育庁オホーツク教育局・網走市・

紋別市

北見・網走・紋別商工会議所

北海道中小企業家同友会オホーツク支部

【お問い合わせ先】

北見公共職業安定所　専門援助部門

北見市青葉町６番８号

† 0157－23－6251（内線31）

９月４日から９月10日は

救急医療週間 です

募集種目

看護学生

自衛官

候補生

８/１(月)
～９/９(金)

９/19(月)･20(火)
９/21(水)

一般曹候補生

応募資格 受付期間

航空学生(海･空)
高卒(見込含)
21歳未満

試験期日(１次)

防衛医科大
学校学生

防衛大学校学生

高等工科学校生

９/23(金)

11/５(土)･６(日)

高卒(見込含)
24歳未満

９/５(月)
～９/30(金)

８/１(月)
～９/９(金)

８/１(日)
～９/９(金)

男子

女子

年間を通じて
行っています

18歳以上
27歳未満

高卒(見込含)
21歳未満

９/５(月)
～９/30(金)

９/５(月)
～９/30(金)

中卒(見込含)
17歳未満

北見地域事務所に
お問い合わせください

10/22(土)

10/29(土)･30(日)

９/17(土)

問い合わせ先　自衛隊北見地域事務所　　†0157－23－6826

平成23年度 自衛官等募集案内�

９/25(日)･26(月)
９/27(火)


